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辻大和 (東京大 ･院 ･農
学生命科学)対応者 :杉浦秀樹昨
年度に引き続き,ニホンザルの泊まり場の選択と温度
療境の関連性を検討した.宮城県金華山岳北西部の様々な地
形10箇所 (尾根×3,沢×3,海岸,シバ群落,シ
キミ群落,スギ群落)に温度データロガーを設置し,2005年
8月11日から2006年3月21日にかけて気温を
記録した.温度の記録期間中,調査対象とした群れは沢を泊
まり場とすることが多く(53日や41日),また季節ごとに
分けると夏(8月)は5日中3日(60%),秋(9-11月)は38日
中30日(79%),冬(12-3月)は10日中 7日(
70%)と,昨年度とは異なり季節の違いはあまり見
られなかった.データロガーのデータと風速のデータよりサルの体感
